




































































   (34名の内，すべての学習に参加した生徒 
   は28名であった） 






― 力と運動の MIF的素朴概念を科学的概念へ導く指導法 ― 
 





          調査1(事前調査） 
   学習課題１    調査2 
   学習課題２    調査3 
            調査4(事後調査)+調査4B 
「物体の運動」(授業)       ↕（1ヶ月） 


















































































































































表1  調査1（事前調査)の結果  
矢印の向き(解答) ①上昇中 ②最高点 ③下降中 
↑ 17(60.7)    1(3.6)    0(0) 
力ははたらいていない    6(21.4)   12(42.9)    8(28.6) 
↓（正解）    5(17.9)   12(42.9) 20(71.4) 
↕    0(0)    2(7.1)    0(0) 
その他    0(0)    1(3.6)    0(0) 
               人数(人), カッコは％，N＝28 















・ 重力は，地球上の すべての  物体にはたらきます。  
・ 重力は，物体に 鉛直下  向き（地球の 中心 方向）にはたらきます。 
・ 重力は，物体が 静止 していても，運動  していても，常に  はたらいています。 
学習課題１                                           ２回目  NO. ２ 












問い１  上のA～Cはそれぞれ「何」が「何」にはたらく力でしょうか？ 
A （    ）が（    ）に       B （    ）が（    ）に      C （    ）が（    ）に 
はたらく力                 はたらく力                 はたらく力 
 
問い２  右の図のように手で真上に投げ上げたボールは，①を通って②で向きを変え、③を通っていきました。 
（１）①のとき、ボールに力ははたらいていますか。（ はい ・ いいえ ） 
（ はいと答えた人に ）その力は，問い１のA～C のどれですか？ （     ） 
        その力を，右の図の①のボールに矢印で書き入れてください。 
 
（２）②のとき、ボールに力ははたらいていますか。（ はい ・ いいえ ） 
（ はいと答えた人に ）その力は，問い１のA～C のどれですか？ （     ） 
           その力を，右の図の②のボールに矢印で書き入れてください。 
 
（３）③のとき、ボールに力ははたらいていますか。（ はい ・ いいえ ） 
（ はいと答えた人に ）その力は，問い１のA～C  のどれですか？ （     ） 













    
  調査1  調査2  調査3 調査4 調査5 
ワークシート  ねらい 
調査問題1  素朴概念（MIF的素朴概念）の自覚 
学習課題1,2 科学的概念の理解 
調査問題2,3 科学的概念の適用の測定 
調査問題4  科学的概念と素朴概念の接続・照合 
調査問題4B 科学的概念の活用の測定 
調査問題5  科学的概念の定着の測定 
  調査1  調査2  調査3 調査4 調査5 













































  表 2は「調査 4(事後)」と「調査 4B(活用)」の正解率
の平均および標準偏差を示したものである。調査 4と調

























































    
  調査1  調査2  調査3 調査4 調査5 
      (事後） (遅延） 
表 2 「調査問題 4と 4Bの正解率」の 
平均と標準偏差（N=28） 
調査4   調査4B 
(事後)  (活用) 
正解率の平均 76.2      57.1 
標準偏差      40.7      43.5 
正解率は％ 













    
  調査1  調査2  調査3 調査4 調査5 
           (  (  
  調査1  調査2  調査3 調査4 調査5 


















  表 3 学習前に考えていた重力に関する記述内容       






















無回答  4(14.3) 
計 28(100.0) 
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（１）ボールが①の場所にあるとき、物体に力ははたらいていますか。（ はい ・ いいえ ） 
（はいと答えた人に）物体にはたらいている力を矢印で右図に書き入れなさい。 
（２）ボールが②の場所にあるとき、物体に力ははたらいていますか。（ はい ・ いいえ ） 
（はいと答えた人に）物体にはたらいている力を矢印で右図に書き入れなさい。 
（３）ボールが③の場所にあるとき、物体に力ははたらいていますか。（ はい ・ いいえ ） 
（はいと答えた人に）物体にはたらいている力を矢印で右図に書き入れなさい。 
 
調査問題 4 （事後調査） 
質問 1 
調査問題 1 について自分の回答を振り返ってみましょう。  ①                            
このとき，自分はボール①～③にはたらく力について，    ②                            











調査問題 2 について自分の回答を振り返ってみましょう。  ①                            
このとき，自分はボール①～③にはたらく力について，    ②                            
どのように考えて左のように答えたのか説明してください。  ③                            
 
調査問題 3 について自分の回答を振り返ってみましょう。  ①                            
このとき，自分はボール①～③にはたらく力について，    ②                            
どのように考えて左のように答えたのか説明してください。  ③                            
 
質問 2 
ボール①～③について，調査問題 1～3 に対する上の解答の中で，一番自分が納得できる（もっともらしい） 考え方を
調査問題 1～3 のいずれか一つ選んで○で囲みなさい。調査 1～3 の解答以外の場合は，その他の欄に考え方を書き
なさい。 
ボール①にはたらく力    （ 調査問題 1 調査問題 2 調査問題 3 ）の考え方    その他                               
 
ボール②にはたらく力    （ 調査問題 1 調査問題 2 調査問題 3 ）の考え方    その他                               
 
ボール③にはたらく力    （ 調査問題 1 調査問題 2 調査問題 3 ）の考え方    その他                                
 
質問 3 これまでの学習で，自分の考えが変わった人は，何がどのように変わったのか説明してください。 
                                                                  
 
調査問題 4B （活用問題） 
 
問い    大砲から球が飛び出し，A，B，C の各点を通過しました。 
        次の３つの問いに答えなさい。 
下の図の矢印は球にはたらく力の向きを示しています。 
 
(１) A 点で球にはたらく力の向きはそれぞれ①～⑤のうちどれだと思いますか。 




(2) B 点で球にはたらく力の向きはそれぞれ①～⑤のうちどれだと思いますか。 




(3) C 点で球にはたらく力の向きはそれぞれ①～⑤のうちどれだと思いますか。 
①      ②      ③        ④       ⑤           (3) 
                                            










B B B B B 
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